
磁
ヘ
ン
ツ
ヨ
・
ダ
ロ
の
獲
掘
（
後
藤
）

モ
　
ヘ
　
ン
ジ
　
ヨ

・
ダ
ロ
の
発
掘

第
十
五
巻
　
第
三
號
　
　
三
七
八

後
　
藤

守

一

　
　
　
一
、
前
　
　
　
言

　
先
史
時
代
の
印
度
淋
佛
澱
以
前
一
1
に
つ
い
て
は
、
未
開

拓
の
野
が
多
く
、
印
度
考
古
學
者
の
即
身
が
佛
殺
關
係
遺

蹟
及
び
そ
れ
以
後
の
も
の
に
集
中
さ
れ
て
る
る
今
日
、
學

術
的
登
掘
の
試
み
が
此
の
印
度
先
史
考
古
學
の
領
野
に
加

へ
ら
れ
た
こ
ご
が
極
め
て
稀
で
あ
り
、
随
っ
て
ミ
ト
ラ

（
導
一
葺
9
）
氏
の
印
度
先
史
考
古
學
（
津
Φ
ぼ
ω
8
腎
蜀
象
斜

O
鉱
。
暮
貫
）
の
記
載
の
物
語
る
が
如
く
、
從
來
明
か
に
さ

れ
て
み
る
も
の
は
部
分
的
で
あ
り
、
断
片
的
で
あ
）
、
不

豊
麗
で
あ
っ
た
。
而
し
て
此
の
断
片
的
に
し
て
不
確
固
な

從
來
の
見
解
に
從
ふ
ε
、
南
印
度
ビ
中
印
度
ご
は
夫
々
趣

を
異
に
し
た
遽
蹟
・
逡
物
を
有
し
、
異
っ
た
文
化
の
謝
立

を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
最
近
印
度
河

流
域
の
ハ
ラ
ッ
パ
（
国
鴛
署
冨
）
及
び
モ
ヘ
ン
ヂ
ヲ
ダ
ロ

（
寓
。
げ
Φ
ε
o
島
隠
。
）
の
螢
掘
に
よ
っ
て
、
上
記
の
二
古
代
文

化
に
馨
し
て
、
明
か
に
他
の
一
文
化
こ
し
て
封
醜
し
得
る

も
の
を
登
期
し
、
か
っ
こ
れ
が
メ
ソ
ボ
テ
ミ
や
地
方
の
古

代
文
化
ご
密
魎
の
關
係
の
あ
る
こ
ご
が
明
か
に
さ
れ
、
印

度
先
史
考
古
學
は
俄
か
に
新
し
い
進
展
を
途
げ
る
こ
ご
に

な
っ
た
。

　
こ
の
新
登
見
に
就
い
て
は
、
既
に
印
度
考
古
調
査
局
総

長
サ
蜜
・
ジ
ヨ
ソ
。
マ
ア
シ
ヤ
ル
（
ω
淳
｝
○
財
質
曇
母
ω
疑
鋤
ε
氏

の
報
告
や
、
セ
イ
ス
繋
累
の
同
地
獲
見
の
印
章
に
甥
す
る

見
解
が
公
に
せ
ら
れ
、
か
つ
年
々
の
登
掘
の
結
果
は
印
度

　
　
　
　
　
ア
ニ
ュ
ア
ル
の
レ
ポ
オ
ト

考
古
調
査
局
の
年
　
報
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
居
り
、

聾
者
の
こ
れ
に
論
及
さ
れ
て
み
る
も
の
も
あ
り
、
我
事
に

（　：36　）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

於
て
は
濱
田
博
士
に
よ
っ
て
紹
介
せ
ら
れ
た
こ
ご
も
あ
っ

て
、
、
・
今
更
駄
足
を
添
へ
る
必
要
も
な
い
…
擬
だ
が
、
自
分
は

一
昨
年
春
印
度
の
先
吏
時
代
の
逡
躊
遺
物
の
見
参
の
族
を

重
ね
て
み
た
際
、
幸
ひ
に
ず
一
・
ジ
ョ
ン
・
マ
ァ
シ
ヤ
ル
氏

の
厚
意
に
よ
っ
て
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
の
登
掘
現
場
地
に

宿
る
こ
ご
三
夜
、
其
の
登
掘
の
現
状
を
親
る
ご
共
に
、
既

に
登
賀
せ
ら
れ
て
、
同
地
所
在
の
小
博
物
館
に
所
藏
の
遺

物
の
一
三
b
の
見
學
を
試
み
る
こ
と
を
得
た
○
詳
細
な
報

告
は
、
上
述
の
年
報
に
逐
次
公
に
さ
れ
て
行
く
で
あ
ら
う

が
、
其
の
重
な
る
遺
物
を
探
っ
て
其
の
紹
介
を
試
み
、
從

來
一
般
報
知
ら
れ
て
み
る
見
解
に
一
段
の
詳
細
を
加
へ
る

こ
ご
も
強
ち
不
要
の
こ
ご
で
も
な
か
ら
う
ビ
思
ふ
。
雑
誌

の
關
係
．
上
挿
圖
を
多
く
す
る
こ
ご
の
出
牢
な
い
の
は
遣
憾

で
あ
る
。

　
註
①
　
丈
學
博
士
野
田
博
士
氏
「
印
度
に
於
け
ろ
最
近
の
考
古
學
的
大
獲

　
　
兇
」
（
歴
奥
ミ
地
理
第
十
五
谷
第
一
號
）

二
、
遽
蹟
の
概
述

モ
ヘ
ン
ヅ
ヨ
。
ダ
ロ
の
激
倣
綿
網
、
（
後
藤
）

　
ハ
ラ
ヅ
バ
に
近
い
一
小
村
落
の
遺
蹟
（
今
は
畢
に
ハ
ラ

ッ
パ
の
遺
蹟
ご
呼
ん
で
み
る
）
ー
ラ
ボ
ウ
ル
（
門
9
財
○
お
）
ご

マ
ル
タ
ン
（
竃
鼻
婁
）
ビ
の
中
間
、
蔵
番
沿
ひ
一
・
を
最
初
に

紹
介
し
た
の
は
、
印
度
考
古
學
の
開
拓
者
テ
ァ
・
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ア
・
カ
ン
ニ
ソ
ガ
ム
（
ω
貯
巴
①
図
9
5
自
窪
∩
9
⇔
三
亭

σq

y
露
）
氏
で
、
記
し
て
い
ふ
に
、

　
「
ラ
ゼ
（
園
塁
一
）
河
畔
の
此
の
細
々
こ
し
た
遣
蹟
は
、
高

さ
六
十
灰
、
周
園
宇
哩
内
外
の
小
丘
連
な
っ
て
三
千
五
百

駅
の
長
さ
を
な
し
て
み
る
。
」

　
　
　
①

ご
あ
る
が
、
第
二
十
世
紀
に
入
っ
て
此
の
地
で
登
見
さ
れ

た
印
章
三
個
鐸
今
は
大
英
博
物
館
藏
1
1
に
全
く
從
來
知
ら

れ
て
み
な
い
文
字
の
期
せ
ら
れ
て
る
る
の
を
其
の
道
の
椹

威
フ
ジ
イ
ト
博
士
（
　
○
ぴ
｝
・
国
。
n
閃
一
①
Φ
け
）
に
よ
っ
て
注
意
さ

れ
た
が
、
僅
か
三
個
の
印
章
で
は
、
同
博
士
も

　
　
「
こ
れ
を
將
來
の
各
地
の
類
似
尋
物
の
通
見
に
ま
っ
て
解
讃
す

　
べ
き
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ε
匙
を
拠
げ
る
よ
り
外
は
な
か
っ
た
。

第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
三
七
九

（37）



　
　
　
．
モ
ヘ
シ
ツ
ヨ
。
ダ
ロ
の
獲
黒
く
後
藤
）

　
一
九
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
亙
っ

て
、
ダ
ヤ
・
ラ
ム
・
ザ
ァ
ニ
氏
（
国
鉱

鵠
9
冨
白
き
］
）
・
」
切
・
ω
匿
巳
）
の
試
掘

に
よ
っ
て
更
に
多
く
の
印
章
を
嚢
耀

し
た
榊
不
饗
し
て
砦
地
は
鐵
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

道
工
事
の
際
著
し
く
破
壌
さ
れ
て
る
　
歴

る
の
で
、
豊
野
に
於
い
て
も
噂
遺
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

に
煮
て
も
、
到
底
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
・
ダ
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

ロ
の
そ
れ
に
比
肩
す
る
こ
ご
は
出
來
　
戎

な
い
。
併
し
不
完
全
な
が
ら
、
此
の
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

地
が
七
入
暦
に
亙
り
、
紀
元
前
三
世
　
。

紀
以
前
、
長
い
間
住
居
せ
ら
れ
て
る
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
聚
落
玩
た
る
こ
ご
が
明
か
に
さ
れ
　
部

た
。　

越
え
て
一
九
二
二
年
、
バ
ナ
ァ
ジ
．

（
霞
・
因
・
∪
．
閑
9
昌
Φ
こ
ご
氏
は
、
ジ
ン

ド
（
ω
宣
q
）
地
方
の
ラ
ル
カ
ナ
（
摂
鴛
－

第
十
五
巻
　
第
三
號

、
「
議

　
　
三
八
○

冨
壼
）
州
所
在
、
土
人
の
モ

ヘ
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
（
寓
O
げ
Φ
菖
？

島
ρ
国
O
）
“
モ
ヘ
ン
（
り
肖
O
げ
①
旨
）

或
は
モ
ハ
ン
（
寓
。
げ
9
昌
）
の
丘

の
下
り
ε
呼
ぶ
小
丘
上
の
佛

量
器
嘘
の
登
載
を
試
み
た
。

ご
こ
ろ
が
、
登
掘
の
業
が
進

む
に
從
ひ
、
其
の
塔
の
下
に

古
い
市
街
の
あ
っ
た
こ
ご
が

魚
見
さ
れ
．
更
に
そ
の
下
に

も
う
一
段
古
い
住
居
玩
の
あ

り
、
こ
れ
ら
か
ら
銅
器
・
土

器
・
玉
器
・
骨
器
等
の
驚
K
べ

き
豊
富
の
逡
物
を
出
土
せ
し

め
た
。

　
そ
こ
で
、
印
度
考
古
調
査

局
で
は
、
マ
ァ
シ
ャ
ル
氏
の

（38）



大
き
か
っ
た
爲
め
に
、
周
團

に
散
布
し
て
み
だ
小
島
群
中

の
中
心
を
な
し
、
其
の
小
島

群
ご
共
に
、
恰
度
イ
タ
．
リ
ヤ

の
ベ
ニ
ス
の
如
く
、
水
上
の

一
都
市
を
形
成
し
て
み
た
の

で
あ
ち
う
。
今
、
印
度
河
は

其
の
流
を
轄
じ
、
誉
め
に
一

帯
は
河
床
を
露
出
し
た
原
野

ビ
慮
り
、

指
揮
の
下
に
登
掘
の
計
書
を
進
め
、
そ
の
塔
の
あ
る
小
丘

を
楼
掘
し
為
り
、
今
は
そ
の
隣
の
丘
に
手
を
延
し
て
み
る
。

　
こ
の
丘
は
、
往
時
印
度
河
流
中
に
屹
立
し
て
み
た
小
島

で
あ
り
、
そ
の
形
の
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
2

圖二第皿石の見獲ロタ㌔ヨジンへ毛

　
し
ミ
た
　
　
ノ

、
／
、
憂

　髭
　
r
　
　
　
　
塾
－
恥

　
　
　
　
當
時
の
小
島
群
は
今
、
高
さ
二
三
十
米
突
、
雑

樹
…
雑
草
に
被
は
れ
た
小
丘
群
に
養
っ
て
み
る
が
、
上
に
散

、
書
す
る
日
乾
昏
々
破
片
に
よ
っ
て
市
街
赴
で
あ
る
こ
ご
を

想
は
し
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
毛
ヘ
ン
ツ
ヨ
・
ダ
ロ
の
幣
疏
掘
（
後
藤
）

　
市
街
は
す
べ
て
煉
琵
造
り
で
、
室
は
比
較
的
小
さ
く
、

方
形
を
な
し
、
湯
屋
の
如
き
濁
立
の
職
業
も
あ
っ
た
し
、

陶
工
な
ご
も
す
で
に
分
業
ご
な
っ
て
み
た
こ
ご
を
知
る
こ

／

笏

ご
が
黙
認
る
。

註①跨
包
μ
・
o
◎
鼻
男
9
。
壇
斤
■
＜
。
一
．

　
く
”
（
H
Q
。
濃
矯
℃
ワ
H
o
い
－
H
o
Q
。
）

②
　
同
。
【
藁
巨
。
胤
爵
。
切
2
巴
掛
－

　
m
貯
賦
。
ω
8
団
。
藁
”
8
円
お
同
い
’

③
を
莞
巨
川
名
。
洋
。
剛
》
巨
μ
－

　
器
。
ざ
讐
o
a
　
ω
霞
く
Φ
ざ
　
葭
貯
脅
一

　
p
巳
b
d
＆
象
凶
鴇
9
8
謁
2
唖
ω
●

　
客
。
再
プ
Φ
毎
　
Ω
胤
2
ρ
　
h
o
門
片
｝
　
①

　
団
①
霞
お
い
。
凸
H
》
O
p
げ
母
ρ
H
O
鈴
．

　
　
三
、
登
見
の
遣
物

　
今
、
其
の
第
一
及
第
二
都

市
趾
出
土
の
逡
物
の
中
で
最
も
著
し
い
も
の
、
大
和
を
紹

介
し
や
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
石
器
煽
動
一
面
）
　
石
器
類
は
極
め
て
乏
し
く
、
僅
か
に
石

皿
二
個
を
注
意
し
た
や
け
で
あ
る
0
1
は
無
認
容
底
、
長

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
三
入
一

（39＞
，



1

o　　　　e

（
s

（一一一dt）器銅の見髪・ダ，ヨ“ewンヘモ　圖三第

t

ク

之

一
F

’，　5

奪

＼
ノ

＼

：t“t．＞X“・．“S．’xTt

酔

」

，

／0

“
ノ

磁
ヘ
シ
ジ
ョ
．
ダ
ロ
の
ノ
漱
潮
脚
　
（
後
藤
）

　
∫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

合
十
五

第
三
號

ろ

（4e）



さ
四
四
糎
。
2
は
二
脚
あ

り
、
側
縁
に
牢
圓
形
に
近

い
挟
が
あ
る
、
長
さ
五
入

糎
。
二
個
ビ
も
に
家
什
に

属
す
る
も
の
で
、
石
鎌
・
石

槍
の
如
き
利
器
系
統
の
も

の
で
な
い
こ
ご
を
注
意
す

’
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ツ
パ
ァ

．
銅
器
　
す
べ
て
が
純
銅

又
は
そ
れ
に
近
い
銅
を
材

　
　
　
　
　
　
げ
　
ブ
ロ
ン
ズ

料
ビ
し
て
居
り
、
青
銅
贋

の
も
の
は
一
つ
も
獲
見
さ

れ
て
る
な
い
ゆ
種
類
に
槍

身
・
斧
・
盤
・
鎌
・
庖
了
。
鎌
．

錐
・
鉤
・
針
等
が
あ
る
。
－

か
ら
6
ま
で
は
銅
槍
身
で

あ
ら
う
。
、
1
は
長
さ
六
・

が

i70
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0

圖四第

／3

O

殊

／

（二其）　器銅の見翌隻ロタ㌔ヨジ’ンヘモ

μ・
A
ハ
、

「

冶

・
O

プ

○

ノ

b

莞
（
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
の
獲
掘
（
後
藤
）

第
十
五
巷
第
三
號
　
　
三
八
三

（41）



　
　
　
　
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
の
電
磁
　
（
後
藤
）

七
糎
の
小
形
の
も
の
、
銅
鎌
ご
も
考
へ
ら
れ
得
ら
れ
る
。

2
は
長
さ
一
入
・
八
面
、
圖
の
示
す
が
如
く
鞘
取
を
な
し
、

3
は
長
さ
一
九
・
五
糎
、
身
幅
は
著
し
く
こ
け
て
、
尖
い

鋒
ご
な
っ
て
み
る
。
4
は
長
さ
日
＝
・
八
糎
、
身
幅
四
・
五

薬
も
あ
っ
て
少
し
扁
李
に
過
ぎ
る
が
、
重
ね
も
三
蔵
あ
っ

て
、
實
用
に
堪
へ
る
も
の
ご
思
は
れ
る
。
5
は
長
さ
も
ニ

　
　
　
　
　
　
　
セ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ

八
↓
二
糎
あ
う
、
切
断
圓
を
見
な
け
れ
ば
正
心
の
槍
ご
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
む
ね

は
れ
る
も
の
、
更
に
身
に
脊
の
あ
る
は
注
意
に
値
す
る
0

6
は
長
さ
三
豊
能
も
あ
る
長
い
も
の
、
董
に
近
く
あ
る
双

孔
は
柄
を
緊
縛
す
べ
き
糸
を
通
す
爲
め
の
も
の
で
あ
ら
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
ご
，

　
以
上
六
個
の
例
の
示
す
が
如
く
、
す
べ
て
が
董
を
有
す

る
型
式
の
も
の
で
、
袋
穗
の
も
の
、
な
い
の
は
、
ス
メ
ー

ル
地
方
の
も
の
こ
趣
を
異
に
し
て
居
る
黙
で
あ
る
。

　
7
8
は
馨
の
如
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
7
は
長
さ
二
三
・

五
糎
、
8
は
二
〇
糎
。

　
9
1
0
は
銅
壷
頭
、
共
に
短
冊
形
の
石
斧
か
ら
脱
化
し
た

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
三
八
四

ご
思
は
れ
る
も
の
、
9
は
長
さ
二
二
糎
、
1
0
は
長
さ
二
〇

・
五
糎
○
類
品
に
は
釦
型
式
の
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
く
ウ

　
一
2
は
銅
鎌
で
あ
ら
う
。
野
馳
が
著
し
く
登
達
し
だ
三
角

形
式
の
も
の
、
長
さ
二
・
三
糎
。
す
べ
て
い
五
十
六
個
を

實
見
し
た
が
、
皆
同
一
型
式
で
あ
っ
た
。
著
し
く
薄
手
で

あ
り
、
か
つ
小
形
で
あ
る
ビ
こ
ろ
が
、
シ
ユ
リ
イ
マ
ン
博

士
に
よ
っ
て
登
掘
さ
れ
た
ト
ロ
イ
遽
蹟
出
土
の
も
の
に
似

通
ふ
て
る
る
ビ
共
に
、
ア
ナ
ウ
・
ス
ウ
サ
叉
は
ウ
ル
登
見

の
も
の
ご
趣
を
異
に
し
て
み
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
ご
で

あ
ら
う
。

　
1
3
は
身
の
断
面
四
角
形
を
な
し
、
尖
い
鋒
を
な
し
て
み

る
の
で
、
差
身
ご
も
考
へ
得
ら
れ
る
し
、
又
錐
ご
推
定
も

毘
來
る
。
錐
（
圖
を
賂
す
）
は
長
さ
入
九
糎
、
断
面
の
圓
形

の
を
普
通
ご
し
て
み
る
Q

　
1
1
は
庖
丁
の
身
で
あ
り
、
1
4
は
鎌
身
ご
考
へ
て
も
よ
く

は
な
か
ら
う
か
。
萄
1
6
の
如
き
釣
針
は
、
あ
ま
り
多
く
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ヘ
リ

土
し
て
み
な
い
が
、
1
5
の
如
く
逆
剰
あ
る
も
の
も
あ
り
、

（　40．　）
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ﾌ
如
く
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
用
ひ
て
當
時
の
住

民
が
イ
ン
ダ
ス
河
に
釣
を
試
み
た
こ
ご
が
想
像
さ
れ
る
。

　
1
7
は
銅
製
、
長
さ
五
・
五
山
、
内
蓋
孔
が
馨
ぽ
等
距
離
に

穿
た
れ
て
み
る
。
恐
ら
く
玉
を
通
し
た
糸
を
列
べ
貫
ね
元

も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ィ
ン
テ
イ
ン
グ
サ
ポ
ツ
テ
リ
ィ

　
心
胆
翰
（
第
五
。
山
脈
鳳
）
　
土
器
に
は
彩
文
土
器
が
あ

っ
て
學
界
の
親
聴
を
あ
つ
め
て
み
る
が
、
修
交
．
無
交
共

に
素
焼
で
あ
り
、
嶢
成
火
度
の
極
め
て
低
い
、
燈
に
い
ふ

当．

M
、
9
騰
す
る
あ
で
あ
り
、
弓
形
は
比
較
的
簡
軍
で

壼
の
系
統
の
も
の
が
最
も
多
い
。
無
文
土
器
に
小
形
の
も

の
、
多
い
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
先
づ
無
文
土
器

（
第
五
圖
）
の
種
類
に
つ
い
て
記
さ
う
。

、
1
は
高
さ
六
〇
糎
、
口
裡
一
九
・
五
糎
の
大
形
の
も
の
、

底
部
の
す
っ
ε
細
《
な
っ
て
安
定
を
か
く
も
の
、
あ
る
は

こ
れ
ビ
類
似
檬
式
の
も
の
を
南
印
度
の
も
の
に
多
く
見
出

す
時
、
興
昧
深
い
も
の
が
あ
る
。
無
文
。
2
は
高
さ
四
・

三
聖
の
小
形
で
、
前
者
に
反
し
て
底
は
雫
π
い
。
全
表
面

　
　
　
　
屯
ヘ
ン
ツ
ヨ
・
ダ
ロ
の
嚢
綿
噛
（
後
藤
）
　
　
　
　
　
　
　

易

は
赤
く
塗
ら
れ
て
ゐ
π
が
、
其
の
塗
料
の
丹
で
あ
っ
淀
か

叉
は
朱
で
あ
っ
た
か
は
記
憶
に
残
っ
て
み
な
い
。
3
は
高

さ
四
・
四
糎
、
4
は
高
さ
四
・
二
糎
、
5
は
高
さ
四
糎
、
6

は
著
し
く
頸
が
長
く
な
っ
て
み
る
が
、
高
さ
六
・
聖
算
、

10

ﾍ
高
さ
四
・
三
糎
の
小
形
の
も
の
で
あ
る
。
計
数
的
に

之
を
こ
、
に
示
す
こ
ご
は
出
子
な
い
が
、
此
種
の
小
形
土

器
が
可
成
ヶ
に
数
多
く
登
見
さ
れ
て
る
る
し
、
而
し
て
其

の
中
で
は
3
及
び
5
の
形
の
も
の
が
比
較
的
数
多
く
を
占

め
て
み
る
。
7
は
径
一
五
糎
・
高
さ
判
二
糎
、
次
の
8
9

10
P1

ﾈ
ざ
、
共
に
椀
形
に
屡
す
る
も
の
、
1
3
は
杯
形
、
1
4

15

燗
ｯ
じ
く
杯
形
で
あ
る
が
、
、
手
の
あ
る
の
を
注
意
す
べ

く
、
1
6
は
高
杯
ご
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
脚
に
孔
の
穿
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
き

て
る
る
の
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
か
。
1
8
2
0
は
甑
で

あ
ら
う
か
、
腹
部
及
び
底
に
孔
が
穿
れ
て
る
る
Q
1
2
1
9
は

　
　
だ
い

土
器
憂
ざ
呼
ぶ
べ
く
、
1
の
如
き
細
長
い
底
を
有
す
る
土

器
を
受
け
る
塁
ε
し
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
2
1
2
2

は
突
形
装
飾
の
あ
る
も
の
、
土
ハ
に
底
が
細
長
く
作
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
三
號
　
　
三
入
五

（4：）））
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ミ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
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如
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小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ィ
チ
ユ
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形
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で
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2
3

　
　
潔
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糎
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∠
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．
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≦鰍
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7

　
彩
交
土
器
（
第
六
圖
）
此
の
逡
慶
か

ら
獲
見
ざ
れ
た
逡
物
の
中
、
著
し
い
も

の
は
彩
交
土
器
の
一
群
で
あ
ら
う
。
1

は
大
形
の
長
壺
で
其
の
高
さ
七
十
糎
、

赤
地
に
黒
で
圖
の
如
き
幾
何
學
的
弓
を

現
し
て
．
み
る
。
2
も
赤
地
に
黒
を
以
て

上
中
下
三
段
に
各
三
條
の
並
行
線
を
描

い
て
み
る
。
高
さ
十
糎
の
小
形
の
壼
で

あ
る
。
4
は
自
み
が
、
つ
た
地
に
黒
色

で
、
直
線
文
及
び
一
種
の
植
物
文
を
帯

文
ご
し
て
施
し
九
も
の
、
同
じ
く
壷
で

高
さ
二
一
糎
0
5
は
山
亦
地
に
黒
を
以
て

一
種
の
曲
線
文
を
現
し
て
み
る
。
6
7

8
は
土
器
残
片
で
あ
る
が
、
6
に
は
水

鳥
？
・
、
　
7
に
は
魚
ご
水
草
？
・
を
あ
ら
な
は

し
、
8
に
鳳
市
松
文
様
を
描
き
、
す
べ

て
黒
色
の
顔
料
を
以
て
し
て
み
る
。
6

第
十
玉
巻
第
三
號
　
三
入
歯

（45）



　
　
　
モ
（
ン
劉
ヨ
・
ダ
ロ
の
噛
蟹
掘
（
後
藤
）

は
ス
ー
ず
第
二
期
の
も
の
に
よ
く
似
て
み
る
。
彩
文
土
器

は
、
其
の
登
見
個
数
が
他
の
土
器
に
比
し
て
少
い
が
、
器

形
に
壺
の
多
い
こ
ご
、
、
1
4
の
如
き
他
の
地
方
に
類
例

の
な
い
文
様
を
有
し
て
み
る
鮎
は
、
こ
れ
を
ア
ナ
ウ
．
ス

ー
ず
な
ざ
か
ら
登
見
の
彩
文
土
器
ε
の
關
係
を
考
へ
る
上

に
重
大
な
る
意
義
を
持
つ

も
の
で
あ
ら
う
。

彫
刻
国
本
遣
蹟
か
ら

は
、
銅
製
叉
は
石
質
の
彫

刻
小
品
が
出
土
し
て
み
る

の
で
こ
れ
に
よ
っ
て
其
の

時
代
の
藝
術
の
相
當
著
し

．い

i
歩
を
凌
げ
て
み
た
こ

　　　圓　七　第

像子男見副因ダ。ヨツンヘモ

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
三
號
　
　
三
入
声

む
土
人
に
似
て
み
る
の
を
注
意
す
べ
き
だ
。

　
第
八
圖
の
一
は
石
製
、
獅
子
か
豹
の
頭
で
あ
ら
う
。
其

の
手
法
は
前
者
よ
り
遙
か
に
目
由
で
、
寓
實
の
域
に
入
っ

て
み
る
。
2
は
銅
製
、
自
分
の
ス
ケ
ッ
チ
が
拙
の
爲
め
、

事
實
を
誤
っ
た
ご
こ
ろ
が
あ
る
か
為
知
れ
な
い
が
、
頭
に

巳
を
想
嘱
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
第
七
圖
の
男
像
は
下
膿

部
を
鉄
失
し
て
み
る
が
、
石
鎚
年
期
、
白
色
顔
料
を
以
て

全
身
を
塗
り
、
貝
を
以
て
眼
に
阻
め
、
赤
土
を
以
て
上
衣

を
飾
っ
て
み
る
。
其
の
面
貌
の
よ
く
現
在
其
の
地
方
に
す

桂
馬
を
し
、
左
腕
に
十
歎

個
の
釧
を
つ
け
、
左
足
を

輕
く
あ
げ
、
右
腕
を
は
っ

て
腰
に
つ
け
て
支
を
な
し

、
舞
踊
の
姿
を
つ
く
っ
て

　
　
　
　
　
　
ミ
ニ
エ
ィ
チ
ユ
ア

み
る
ρ
3
以
下
の
小
形
品

は
、
か
、
る
小
形
の
も
の

に
爲
實
に
近
い
姿
を
現
し

　
　
　
　
　
　
　
ス
デ
ィ
タ
イ
ト

得
る
技
術
の
進
歩
を
示
し
て
み
る
。
3
は
4
ご
共
に
凍
石

製
、
高
さ
一
・
五
糎
に
遇
ぎ
な
い
。
猿
の
特
徴
が
よ
く
捉

へ
ら
れ
て
る
る
・
¢
は
啓
潮
で
あ
ら
う
。
5
も
凍
石
製
、

鷺
銚
の
頭
飾
品
ご
考
へ
ら
れ
て
る
る
が
、
三
匹
の
小
猿
が

（46）



抱
き
合
っ
た
姿
を
面
白
く
あ
ら
は
し
て
み
る
。
6
は
鋼
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ロ
ツ
ブ

何
に
用
ひ
ら
れ
た
か
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
が
躍
進
の
姿
を

と
れ
ば
、
ス
キ
タ

イ
の
も
の
ご
い
は

れ
て
も
、
誰
も
之

を
否
む
ま
い
。

印
章
本
遽
蹟

出
土
品
中
の
尤
を

な
す
も
の
は
数
多

　
　
シ
イ
ル
ス

く
の
印
章
で
あ
ら

う
。
凍
石
製
の
も

の
、
外
に
、
象
牙

も
あ
り
、
土
製
の

も
の
も
あ
る
が
、

八第石刻匹見｛ESロタ㌔ヨツンヘモ

　　　　　　　　　f

多
く
は
方
形
で
、
其
の
背
に
鉦
歌
の
突
起
が
あ
っ
て
孔
を

穿
っ
て
る
る
Q
印
面
に
は
ブ
ラ
マ
ン
外
事
は
形
式
化
し
た

ア
ス
バ
タ
樹
の
幹
か
ら
有
意
獣
の
頭
部
の
挺
出
し
た
も
の

　
　
　
　
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
の
獲
掘
（
後
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
或
は
軍
に
黒
字
の
み
を
象
は
し
た
も
の
が
あ
る
。
其
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
謎
の
替
紋
に
、
第
十
圖
の
如
き
卍
宇
文
業
係
の
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
の
も
面
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
は
從
來
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
に
定
つ
た
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
マ
ア
シ
ヤ
ル
氏
は
、
其
の
登
見
の
盗
塁
に
於
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
た
“
マ
ウ
ル
や
朝
以
前
三
世
紀
よ
り
数
百
年
に
潮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
銅
器
時
代
の
も
の
ビ
す
る
外
、
其
の
土
器
等
は
バ
ル
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
三
號
　
　
三
八
九

（47）



　
　
　
モ
ヘ
ン
ツ
ヨ
・
ダ
ロ
の
酸
掘
（
後
藤
）

第
九
圖
　
モ
ヘ
ン
ソ
ヨ
・
ダ
ロ
嚢
見
の
印
章
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號
　
　
三
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〇

ス
タ
ン
の
も
の
ε
似
て
居
り
、
ド
ラ
ビ
ダ
族
は
バ
ル
チ
ス

タ
ン
か
ら
入
り
込
ん
だ
ら
し
い
言
語
上
の
理
由
が
あ
る
こ

こ
ろ
か
ら
、
其
の
方
面
ご
の
三
三
を
端
摩
す
旧
き
で
あ
ら
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
ビ
説
い
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
後
、

第
十
圖
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
畿
見
卍
字
印
章

鞍

阻
蜴
貫
。

．
μ
鷺
護
2
・

　
　
ノ
’
　
7

ノ
　
　
’
　
　
葡

セ
イ
ス
教
授
等
の
説
を

聞
い
て
か
ら
、
其
の

　
年
代
も
之
を
紀
元
前

　
三
十
世
紀
頃
迄
に
潮

　
ら
し
め
、
第
一
ε
第

　
二
ε
の
都
市
は
前
後

　
激
百
年
の
差
が
あ
る

　
の
み
で
あ
っ
て
、
大

　
膿
之
を
同
一
文
化
ε

　
見
得
べ
し
ε
な
し
、

ド
ラ
ビ
ダ
族
ご
の
關
係
の
有
無
は
解
決
を
今
際
に
ま
つ
べ

　
　
　
　
　
　
　
②

き
で
あ
る
ご
さ
れ
た
。

　
此
の
マ
ア
シ
ヤ
ル
氏
に
よ
っ
て
護
む
こ
ご
の
出
來
な
い

ビ
報
ぜ
ら
れ
た
印
章
の
文
字
を
見
て
、
英
國
の
ア
ッ
シ
ソ
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ヤ
學
の
椹
威
セ
イ
ス
（
ω
超
。
Φ
）
藪
授
は
問
も
な
く
之
に
曝

し
て
、
マ
ア
シ
ヤ
ル
氏
の
報
告
し
た
登
見
は
、
恐
ら
く
氏

自
身
が
想
像
し
た
よ
り
も
驚
く
可
き
性
贋
の
も
の
で
、
ド

・
モ
川
ガ
ン
（
U
Φ
竃
○
お
9
巳
氏
が
、
ペ
ル
シ
ヤ
の
ス
ー
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ト

（
ω
話
9
）
で
登
見
し
た
「
原
エ
ラ
マ
イ
ト
」
文
字
を
以
て
記
し

だ
簿
記
の
泥
章
（
津
9
？
図
響
嵐
8
3
営
①
叶
け
窃
q
o
O
O
目
営
9
－

び
津
価
）
な
る
も
の
ビ
其
の
性
質
の
全
く
同
襟
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
③

る
ご
説
か
れ
た
。

　
ス
ー
サ
の
登
見
は
、
モ
ル
ガ
ン
氏
其
他
に
よ
っ
て
既
に

學
界
に
報
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
紀
元
前
三
千
年
代
に
聾
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
余
の
考
古
學
雑
誌
上
に
履
次
報
告
し
て

み
る
ウ
ル
の
王
子
築
造
時
代
に
次
ぐ
頃
の
も
の
で
あ
る
Q

し
か
ら
ば
、
此
の
印
章
の
皇
土
は
、
や
が
て
紀
元
前
三
千

　
　
　
イ
ン
ダ
ス

年
代
に
印
度
河
流
域
地
方
ご
ス
ー
サ
地
方
こ
の
間
に
少
く

も
文
化
の
導
燈
の
あ
っ
淀
こ
ご
を
謹
明
す
る
こ
ご
に
な
つ

だ
の
で
あ
る
。

　
吾
々
は
更
に
オ
ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
3
大
學
ご
シ
カ
ゴ
の
ブ
イ

　
　
　
　
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
。
ダ
ロ
の
野
晒
綿
荊
（
後
藤
…
）

ル
ド
博
物
館
こ
の
協
同
綾
掘
の
下
に
成
果
を
あ
げ
て
み
る

メ
ソ
㎡
テ
ミ
ヤ
の
キ
シ
（
臥
龍
ω
げ
）
に
於
い
て
出
土
し
た
凍
石

製
の
印
章
に
こ
の
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
・
ダ
ロ
な
ご
か
ら
出
る
印

章
に
見
る
一
角
獣
の
形
ご
全
く
同
機
の
形
象
を
現
し
て
あ

る
も
の
を
畿
激
す
る
に
及
ん
で
、
照
度
こ
の
交
通
は
ス
ー

ず
よ
り
も
更
に
西
に
進
ん
で
メ
ソ
ボ
プ
ミ
ヤ
の
地
に
も
達

し
、
ス
メ
ー
ル
ご
印
度
ご
が
一
の
相
等
し
い
文
化
圏
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
た
こ
ご
を
も
知
る
に
至
っ
た
。

　
ご
は
い
へ
、
遺
物
の
す
べ
て
を
瞥
見
す
る
こ
ε
の
出
來

た
自
分
は
、
印
章
や
彩
文
土
器
に
共
蓮
要
素
が
あ
る
か
ら

こ
い
ふ
て
も
、
同
時
に
彩
文
土
器
膚
身
に
著
し
い
地
方
色

が
あ
る
こ
ご
を
見
、
か
つ
銅
器
や
他
の
土
器
に
も
覚
し
も

メ
ソ
ボ
テ
ミ
ャ
地
方
の
も
の
ご
共
通
な
ら
ざ
る
も
の
、
あ

る
を
見
る
時
、
こ
の
イ
ン
ダ
ス
河
地
方
の
先
史
時
代
文
化

が
、
既
に
一
の
著
し
い
地
方
色
を
な
し
て
み
た
こ
ご
を
主

張
し
た
い
ご
思
ふ
。

　
中
印
や
南
外
こ
の
關
係
は
、
土
偶
或
は
玉
な
ざ
に
類
似
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共
通
の
も
の
、
あ
る
を
恒
見
し
得
る
が
、
さ
り
こ
て
…
進
ん

で
丈
化
圏
の
同
じ
を
肯
定
す
る
こ
ご
の
出
來
る
程
著
し
い

も
の
は
な
い
。
而
し
て
そ
れ
ご
共
に
、
凍
石
製
人
物
像
の

顔
容
の
全
く
現
在
の
周
園
に
す
む
土
入
に
似
て
み
る
の
を

想
ふ
時
、
此
の
問
題
に
し
て
み
る
交
化
を
持
つ
た
人
の
子

孫
が
、
今
も
な
ほ
其
の
附
近
に
住
み
、
一
日
七
入
拾
銭
の

賃
を
受
け
て
監
睨
の
答
の
下
に
登
掘
の
土
砂
を
運
ん
で
み

る
の
で
は
な
い
か
8
想
像
す
る
Q

　
略
記
し
了
っ
て
、
あ
の
沙
漠
の
中
に
建
て
ら
れ
た
登
掘

事
務
所
で
、
滞
在
五
日
間
の
厚
意
を
謝
し
、
砂
塵
を
蹴
っ

て
五
哩
の
道
を
自
動
車
で
走
っ
た
時
、
ゆ
く
り
な
く
も
見

た
象
や
駿
麟
の
群
の
放
し
飼
さ
れ
て
る
る
廣
漠
た
る
印
度

河
ぞ
ひ
の
原
野
に
起
伏
し
て
み
る
大
小
幾
多
の
丘
が
す
つ

か
b
登
掘
さ
れ
て
仕
舞
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
印
度
先
史
考

古
學
の
面
目
を
一
新
し
て
仕
舞
ふ
様
な
大
嚢
見
が
踏
至
す

る
で
あ
ら
う
か
ご
想
像
し
て
見
た
こ
ご
を
想
ひ
揖
し
た
○
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